


2 はじめに

はじめに

このたびはCentreCOM AR220Eブロードバンドルーターをお買い上げ
いただき、誠にありがとうございます。

本機はCATVやADSLなどの、高速インターネット回線接続に最適なブ
ロードバンドルーターです。一般のご家庭や、SOHOなどの小規模オ
フィスにおいて、端末2台からのインターネット接続環境を、簡単に
低コストで構築することができます。

本書(取扱説明書・詳細編)は、製品に同梱されている「取扱説明書・
簡単編」を補完するものです。

本書では主に以下の内容について、説明しています。
・基本的な操作方法
・簡単にインターネットを利用するための、簡単設定メニューの使い方
・LAN内のネットワークを一元管理するDHCP設定について
・LAN内に設置したWebサーバーをインターネットに公開する方法
・ネット対戦ゲームなどへの対応方法
・セキュリティを高めるためのパケットフィルタリングの設定方法
・詳細設定と簡単設定での留意事項
・パスワードの変更や、ファームウェアの更新方法など、保守機能の使用
方法

また付録として、以下の内容を記載しています。
・NAT/ENAT機能について
・パソコンの設定内容を確認する方法
・本機の設定画面を表示できない場合に、設定を向上出荷状態に戻す方法
・ユーティリティーのインストール方法
・PPPoEによるプロバイダーへの手動接続方法
・エラーメッセージ一覧
・本機に関連する用語について説明した用語集

CentreCOM AR220Eブロードバンドルーターの性能を十分に発揮し、
正しくお使いいただくためにも、本書(取扱説明書・詳細編)、およ
び「取扱説明書・簡単編」を必ずお読みいただくようお願いします。
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取扱説明書の読みかた

各ページの構成と記号について説明します。

M このページの例は説明のために構成されています。実際のページ内容とは異なります。

章見出し

中見出し

注意
動作中に気をつけていた
だきたいことです。
必ずお読みください。

メモ
補足事項や知っていた
だきたいことです。

参照ページ
記載ページや、参考にな
る記述ページです。

ページ

M

A

M

（ 　p.23）
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1 概要

1-1 特長

jCentreCOM AR220E1台で、インターネット接続とSOHO環境を構築
- ケーブル/ADSLモデムと接続するための、WANポートを装備。
- パソコンを接続してLANを構築するための10BASE-T/100BASE-TX
に対応した、4ポートのスイッチを内蔵。

jコマンド操作を省いた、Webブラウザーによる簡単設定
- Webブラウザーからすべての設定が可能。

j簡単設定と詳細設定
- 最小限の手間でインターネットが利用できる簡単設定。
- 詳細な設定が可能な詳細設定。

jファームウェアのバージョンアップ
- 常に最新の機能を利用できる「ファームウェア書き替え方式」
を採用。

- 最新ファームウェアは、弊社のホームページより提供。
（http://www.allied-telesis.co.jp/）

jIPアドレスの有効利用(NAT/ENAT機能)
- インターネット接続サービスで提供される、1つのグローバルア
ドレスをLAN側の複数のパソコンで共有でき、インターネットを
利用することが可能。

jPPPoEに対応
- ADSLなどのインターネット接続サービスで利用されているPPPoE
に対応。

jパケットフィルタリング機能
- IPアドレスまたはポート番号による、パケットフィルタリング
機能を搭載。

jLAN環境を一括管理(DHCPサーバー/BOOTPサーバー)
- LAN環境の設定を一元管理。
- パソコンに対するネットワーク設定が不要。

jWebサーバーを公開
- LAN内に設置した、Webサーバーのインターネットへの公開を実
現。

jネット対戦ゲーム対応
- ネット対戦ゲームに対応できるDMZ機能を搭載(一部未対応)。
- ストリーミングメディアに対応(一部未対応)。

1-2 機能

jWAN回線接続機能
10BASE-Tポートを装備しており、Ethernetポートを持つケーブル
/ADSLモデムの、ブロードバンド回線接続装置への接続が可能です。
WAN側のアドレス設定方法として、DHCP機能による自動取得、手動
設定、PPPoEによる取得をサポートしています。

jパソコン接続機能
Ethernetポートを4個装備した、スイッチを内蔵しています。
通信速度(10/100Mbps)、および全二重/半二重を自動認識します。
4台までのパソコンを、直接接続してLANを構築できます。
カスケード切替スイッチ付きのポートを装備しています。

jDHCP(Dynamic Host Configuration Protocol)サーバー機能
最大アドレス配布数：253個
配布情報：IPアドレス・マスク長・デフォルトルート・

DNSサーバーアドレス

jDHCPクライアント機能
「DHCP機能により、ネットワーク設定を取得するタイプ」のプロバ
イダーに対応しています。
プロバイダーより取得したDNSサーバーアドレスなどを、DHCPサー
バー機能により、LAN側のパソコン等に再配信することができます。

jPPPoE機能
PPPoEによる接続が必要である、プロバイダーにも対応しています。
プロバイダーより取得した、DNSサーバーアドレスを、DHCPサーバー
機能により、LAN側のパソコン等に再配信することができます。

jNAT/ENAT機能
プロバイダーより割り当てられた、1つのIPアドレスを共有するこ
とにより、複数のパソコンから、同時にインターネットを利用で
きます。

jパケットフィルタリング機能
特定のIPアドレスあての通信を遮断します。
特定のプロトコル(ポート番号)あての通信を遮断します。

jバーチャルサーバー機能
LAN内のサーバーを、外部に公開することができます。
(ただし一部のCATVインターネット接続サービスでは、LAN内のサー
バーを公開できない場合があります。)

jDMZ機能
LAN側ポートに接続したパソコンを、ADSL回線やCATV回線に直接接
続されているように見せかけることにより、ネットワーク対戦ゲー
ムなどを、行うことができます。
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1-3 各部の名称と機能

前面図

① POWER LED(緑)
点灯： 電源が投入されている状態

② SELF TEST LED(橙)
点灯： 電源投入時のセルフテスト

FirstAid Agent実行中

再起動時
点滅： FirstAid Agent 終了時

③ LAN PORTS
背面のLANポート1～4の状態が表示されます。
100M LED(緑) ：点灯 ：100Mbpsで接続

消灯 ：10Mbpsで接続
LINK/ACT LED(緑) ：点灯 ：ケーブル接続正常

消灯 ：ケーブル未接続
点滅 ：通信中

FULL LED(緑) ：点灯 ：全二重通信
消灯 ：半二重通信

④ WAN LINK LED(緑)
点灯： WANポートケーブル接続正常
消灯： WANポートケーブル未接続

④ WAN ACT LED(緑)
点滅： WANポート通信中

底面

① ファームウェアのバージョンラベル
ファームウェアのバージョンが記載されてい
ます。

② 品名ラベル
シリアルナンバー、本機の電気的仕様などが
記載されています。

③ MACアドレスラベル
WAN側ポートの、MACアドレスが記載されています。

背面図

① WANポート
10BASE-T(MDI仕様)のポートです。
ケーブル/ADSLモデムからの、UTPケーブルを接続するために使用
します。
インターネットと通信するためのIPアドレスは、このポートに設
定してください。
プロバイダーからは、このポートのみ認識されます。

② カスケード切替スイッチ
4番ポートにHUBを接続する場合は、カカスケード切替スイッチを

に、設定してください。

M パソコンを接続する場合は、カスケード切替スイッチを
に、設定してください。

M ポートに接続するために用いるケーブルは、ストレート
タイプのものを使用してください。

③ LANポート(×4)
パソコン等を接続するために使用します。接続先が100BASE-TXな
のか、または10BASE-Tなのかは自動的に認識されます。
4つのポートはスイッチの機能を搭載しており、LANにおける高速
な通信を行うことができます。
パソコン等にとっては、インターネットとの接続口となるポート
です。パソコン等にネットワーク設定情報を自動的に配布する、
などの機能を搭載しています。LANポートに接続されたパソコン
は、プロバイダー側に対して隠された状態になります。

④ DCジャック
ACアダプターのDCプラグを接続してください。

① ② ③ ④① ② ③ ④ ⑤

ストレート
　　　ケーブル

ＡＲ２２０Ｅ

ＨＵＢ
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2 接続

2-1 機器の接続

① ケーブル/ADSLモデムと、回線を接続してください。

② UTPケーブルを使用して、ケーブル/ADSLモデムとWANポートを接続して
ください。

③ LAN側にパソコン、HUB等を配線してください。
LAN側のポートは、4ポートのスイッチになっています。
接続するパソコン等が4台以下の場合は、本機のLAN側ポートに、
カテゴリー5以上のストレートケーブルで、直接接続してくださ
い
4番ポートにHUBを接続する場合は、カスケード切替スイッチを

に設定してください。
パソコンを接続する場合は、カスケード切替スイッチを に
設定してください。

直接パソコン等を接続

HUBを接続

M ケーブル/ADSLモデムと、回線を接続する方法についての
詳細は、各機器付属の取扱説明書を参照してください。

ＡＲ２２０Ｅ

ＨＵＢ

ＡＲ２２０Ｅ

ＡＲ２２０Ｅ

ケーブル/
ＡＤＳＬモデム

ＨＵＢ

　　　付属の
　ストレート
ケーブル
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3 設定の準備

3-1 起動と確認

A パソコン側の設定では、「IPアドレスを自動的に取得する」設
定になっている必要があります。（ 「付B-2 IPアドレスを
自動取得するための確認」　p.33）

① WAN側ポートに接続された、ケーブル/ADSLモデムの電源をONにして、

WAN側ポートに接続された機器が、完全に起動することを確認してく

ださい。

② 本機のACアダプター差込口に、DCプラグを接続してください。

本機が起動し、POWER LEDおよびWAN LINK LEDが点灯します。

A 本機には電源スイッチは装備されていません。
電源をONにする場合は、ACアダプターをコンセントに接続
してしてください。

③ LAN側ポートに接続した、パソコン等の電源をONにしてください。

各機器を接続した、ポートに対応するLink LEDが点灯します。
④ 起動したパソコンに、正しいIPアドレス等のネットワーク設定が、本

機から割り当てられていることを確認してください。

1台目のパソコンには、通常“192.168.1.11”のIPアドレスが、
割り当てられます。
以後、順に末尾の数字が12,13,14･･･と、割り当てられます。

M 割り当てられたネットワーク設定の確認方法

Windows Me/98の場合：
「ファイル名を指定して実行」ダイアログボック
スから、“winipcfg”と入力してください。

Windoｗs 2000/NTの場合：
コマンドプロンプトから、“ipconfig /all”と
入力してください。

Macintoshの場合：
コントロールパネルから、TCP/IPアイコンをダ
ブルクリックしてください。

操作方法の詳細については、「付B-3 TCP/IPの動作確
認」を参照してください。（ 　p.34）

3-2 設定環境

設定はすべてWebブラウザーから行います。

したがって設定を行うには、Webブラウザーソフト(フレームに対応
しているもの)がインストールされたパソコンが必要です。

M 次に挙げるいずれかのWebブラウザーを用意してください。
・Microsoft Internet Explorer Ver. 5.0以上
・Netscape Communicator Ver. 4.7以上

j出荷時の設定

出荷時には以下の設定となっています。
・IPアドレス：“192.168.1.1”
・DHCP機能：ON
・ユーザー名：root

上記の設定により、本機にお使いのパソコンを接続するだけで、
IPアドレス等がパソコンに自動的に配信されます。

M IPアドレスが、パソコンに自動的に配信されたかどうか
を確認する方法についての詳細は、「付B-3 TCP/IPの動
作確認」を参照してください。（ 　p.34）

3-3 設定の開始

① 本機の起動を確認後、パソコンの電源をONにしてください。

② Webブラウザーのアドレス欄に“http://192.168.1.1”を入力し、

 Enter を押してください。

ログインダイアログボックスが表示されます。

M セキュリティの観点から、ユーザー名とパスワードは
運用開始時に、変更することをお勧めします。
操作方法の詳細については、「12-1 パスワードの変更」
を参照してください。（ 　p.27）

③ ユーザー名に“root”と入力し、 OK  をクリックしてください。

M 「このパスワードを保存する(S)」にチェックを入れる
と、次回からユーザー名およびパスワードが自動的に
入力された状態で、ネットワークパスワードの入力ダ
イアログボックスが表示されますが、セキュリティの
観点からは、チェックを入れないで、運用されること
をお勧めします。

CentreCOM AR220Eページが表示され、設定を開始することができ
ます。

M 簡単設定と詳細設定について

・簡単設定
インターネットに接続するための、必要最小限行わ
なければならない設定をまとめたものです。

・詳細設定
本機に搭載されているすべての設定を行うことがで
きます。
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3-4 画面構成

CentreCOM AR220Eページはメニューフレームと、操作フレームに分
かれています。

メニューフレームから「詳細設定」等の各メニューをクリックする
と、操作フレームに設定ページや関連情報が表示されます。

メニューフレーム 操作フレーム

3-5 ボタンの意味

操作フレームに表示される各ページには、設定を動作に反映させた
り、入力内容を消去したりするための各種ボタンが、用意されてい
ます。
以下にボタンの意味を一覧で示します。

 ..... 入力した値が、設定値として確定されます。

 ..... 最新の設定値が表示されます。

 ..... システム設定メニューの“システム再起動”および“工場
出荷時の状態へ戻す”でのみ使用されるボタンで、それぞ
れの機能を実行します。

 ..... フィルター設定などで、新たに設定した内容が、設定一覧
に追加されます。

 ..... フィルター設定などで、設定一覧から設定内容が、削除さ
れます。

 ..... 入力中の設定内容が、消去されます。

 ..... ひとつ上位の設定画面が、表示されます。

3-6 設定の終了

設定の終了方法は、簡単設定であるか、または詳細設定であるかに
よって、操作方法が異なります。

簡単設定の場合：

① 設定内容を入力した後、ページを移動せずに必ず  設定  をクリッ

クしてください。

自動的に再起動が行われ、設定内容が動作に反映されます。

A  設定  をクリックしない場合は、設定内容が記憶
されません。

M 再起動には約30秒かかります。

② Webブラウザーを終了してください。

自動的にログアウトされます。

詳細設定の場合：

① 設定内容を入力した後、ページを移動する前に必ず  設定  

または、 更新  をクリックしてください。

設定内容が記憶されます。

A  設定  または  更新  をクリックしない場合は、設
定内容が記憶されません。

M 詳細設定の場合は、設定内容が記憶されるだけで
動作に反映はされません。

② メニューフレームから「詳細設定」「システム設定」

をクリックしてください。

システム設定ページが表示されます。
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③ システム再起動欄の  実行  をクリックしてください。

確認ダイアログボックスが表示されます。

④  OK  をクリックしてください。

本機が再起動し、設定内容が動作に反映されます。

M LAN側のIPアドレスを変更していた場合は、新しく設定
したIPアドレスに、アクセスし直してください。

3-7 購入時の設定に戻す

購入時の設定に戻すと、各種設定がすべて、工場出荷時の設定に戻
ります。

① メニューフレームから「詳細設定」「システム設定」をクリックして

ください。

システム設定ページが表示されます。

② 「工場出荷時の設定へ戻す」欄の  実行  をクリックしてください。

確認ダイアログボックスが表示されます。

③  OK  をクリックしてください。

設定値がすべて、工場出荷時の状態に戻ります。

A LAN側のIPアドレス等の設定を変更していた場合、工場出荷時の
状態へ戻した瞬間に、本機へのアクセスができなくなります。
工場出荷時の状態に合せて、アクセスしてください。

M 購入先によっては、各種設定を行ってから販売されている
場合があります。
そういった場合には「購入時の設定内容」と「工場出荷時
の設定内容」が異なります。
詳細については購入先にお問い合わせください。

M Webブラウザーで本機にアクセスできなくなった場合は、設
定を強制的に工場出荷状態に戻すことができます。
操作方法等の詳細については「付C 設定を工場出荷状態に
戻す」を参照してください。（ 　p.37）
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4 回線別設定の概要

4-1 簡単設定と詳細設定について

CentreCOM AR220Eには2つの設定メニューが用意されており、用途に
応じた設定を行うことができます。
・簡単設定
・詳細設定

簡単設定：
プロバイダーと接続するために、最低限必要となる設定を行うメニュー
です。
LAN側のネットワーク設定に関しては、工場出荷時にあらかじめ設定
されている値が適用されます。

A 本機を初めて設定する場合に使用してください。
詳細設定メニューで設定を行った後に、簡単設定メニューから
設定を行うと、詳細設定メニューで行った設定内容が消去され
ます。

M 簡単設定の操作方法についての詳細は、「5 簡単設定」を
参照してください。
（ 　p.12）

詳細設定：
簡単設定メニューで行った設定を、修正する場合などに使用するメ
ニューで、本機に搭載されているすべての機能を設定することがで
きます。

以下のような場合に使用します。

・ログイン名やパスワードを変更する（ 　p.27）

・ファームウェアを最新のものに更新する（ 　p.28）

・システム情報を参照する（ 　p.30）

・LAN内に設置したWebサーバーを、インターネットに公開する（ 　p.18）

・ネット対戦ゲームを使用できるようにする（ 　p.21）

・インターネットとの通信を制限する（ 　p.23）

・LAN側のIPアドレスを変更する（ 　p.16）

・運用開始後にWAN側の設定を変更する（ 　p.25）

4-2 動作モードについて

ブロードバンド回線(ADSL回線、CATV回線等)では、回線を提供する
業者によって、WAN側のIPアドレス等の取得方法が異なります。

本章では各動作モードについて、どのようなプロバイダーと契約し
た場合に、何を選択すべきかをまとめました。

A プロバイダーによっては、ブロードバンドルーターの使用を契
約書により、禁止している場合があります。

本機ではこれらの異なる設定内容に対応するべく、以下の3種類の動
作モードを搭載しています。

・WAN側IPアドレス(自動取得)（ 　p.12）
DHCP機能に対応したプロバイダーと契約した場合に、選択してく
ださい。
WAN側のネットワーク設定については、DHCP機能によってプロバイ
ダーから自動的に取得されます。

M ホームページや契約書に、IPアドレスが自動取得である
旨の記載があればこのタイプです。
CATV回線を利用したプロバイダーや、一部のADSLを利用
したプロバイダーでも採用されています。
またプロバイダーによっては、MACアドレスを登録しなけ
ればならない場合があります。
MACアドレスは、本機の底面シールを参照してください。
（ 　p.6）

・WAN側IPアドレス(固定設定)（ 　p.13）
契約時に使用するIPアドレスが、プロバイダーより書面などで通
知された場合に選択してください。
WAN側については、手動で設定を行ってください。

・PPPoE（ 　p.13）
PPPoEに対応したプロバイダーと、契約した場合に選択してくださ
い。ホームページや契約書に、IPアドレスがPPPoEによって自動取
得される旨の記載があれば、このタイプです。
主にADSLを利用したプロバイダーが採用しています。
WAN側については、PPPoEを利用して自動的に設定が行われます。

M パソコンを一台だけ接続する場合は、パソコンにPPPoE
を実現するためのソフトウェアをインストールしますが、
本機を使用することにより、パソコンへのPPPoEソフトの
インストール操作が不要となります。

ＡＲ２２０Ｅ
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5 簡単設定

とにかくインターネットに接続したいという場合は、簡単設定メニュー
を使用してください。
簡単設定とは、本機でインターネットへ接続するために、最低限必
要となる設定項目を集めたものです。

M ここで設定する内容だけでは十分でない場合は、6章以降の
解説を参照して、詳細設定から必要な設定を追加してくだ
さい。

5-1 動作モードの選択

契約するプロバイダーによって、本機の動作モードを切り替える必
要があります。

① 動作モードをクリックして、選択してください。

操作フレームの上部から動作モードを選択すると、操作フレーム
の下部に設定項目が表示されます。

jWAN側IPアドレス(自動取得)（ 　p.12）
DHCP機能を利用して、自動的に設定する場合に選択してくださ
い。

jWAN側IPアドレス(固定設定)（ 　p.13）
手動で設定する場合に選択してください。

jPPPoE（ 　p.13）
PPPoEを利用して、自動的に設定する場合に選択してください。

②  設定  をクリックしてください。

ルーターが再起動し、設定内容が動作に反映されます。

A 簡単設定メニューから動作モードを切り替えた場合、それ以前
に設定していた詳細設定での内容は破棄され、簡単設定の初期
値に変更されます。

簡単設定を選択した場合、LAN側の主な設定は以下の通りとなります。

LAN側IPアドレス “192.168.1.1”

サブネットマスク “255.255.255.0”

DHCP機能 使用する

DHCPアドレスプール “192.168.1.11”～“192.168.1.254”

パケットフィルタリング機能 使用しない

NAT/ENAT機能 使用する

5-2 WAN側IPアドレス(自動取得)

① WAN側IPアドレス(自動取得)をクリックしてください。

WAN側IPアドレス(自動取得)の設定項目が表示されます。

② 各設定を行ってください。

jWAN側IPアドレス
IPアドレスの取得タイミングを設定してください。

起動時取得 起動時にプロバイダーのDHCPサーバーからIPアド
レスが取得されます。
通常はこちらを選択してください。

通信時取得 パソコンからインターネットに対する通信が行わ
れたとき、プロバイダーのDHCPサーバーから、IP
アドレスが取得されます。

jドメイン名
通常は入力しなくても、インターネットを利用する上では問題あ
りません。

A 一部のプロバイダーでは、本項目が未設定である場合、イン
ターネット利用が制限されることがあります。
プロバイダーとの契約書等に記載がある場合は、それを入力
してください。

jコンピューター名
任意の文字列を入力してください。
入力可能な文字：半角の英数50文字以内

M プロバイダーから指定がある場合は、指定されたコン
ピューター名を入力してください。
このコンピューター名をもとに、IPアドレス等が割り当
てられます。

jDNSサーバー
DNSサーバーアドレスを、DHCP機能により自動取得させるか、手動
で設定するかを指定してください。
DHCP機能に対応しているプロバイダーと契約している場合は、DHCP
機能によりDNSサーバーアドレスが取得されます。

M DHCP機能によるDNSサーバーアドレスの自動取得に、対応
していないプロバイダーと契約している場合は、DNSサー
バーアドレスが書面等で通知されます。

自動取得 DNSサーバーアドレスが自動的に取得されます。
通常はこちらを選択してください。

固定設定 DNSサーバーアドレスを手動で入力してください。

jDNSサーバー1,2
DNSサーバーの項で固定設定を選択した場合、ここにDNSサーバー
アドレスを入力してください。
自動取得を選択した場合は、特に入力の必要はありません。
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5-3 WAN側IPアドレス(固定設定)

① WAN側IPアドレス(固定設定)をクリックしてください。

WAN側IPアドレス(固定設定)の設定項目が表示されます。

A 省略したり間違った値を入力すると、インターネットの利
用ができません。

② 各設定を行ってください。
jWAN側IPアドレス
プロバイダーから指定された、IPアドレスを入力してください。

M ここで設定したIPアドレスを、LAN側に接続している複数
のパソコンで共有して使用します。

jサブネットマスク
プロバイダーから指定された、サブネットマスクを入力してくだ
さい。

jデフォルトゲートウェイ
プロバイダーから指定された、デフォルトゲートウェイを入力し
てください。

M プロバイダー内に設置されている、ルーターのIPアドレ
スです。インターネットとの通信は、ここで指定したIP
アドレスを持つルーターを経由して、行われます。

jDNSサーバー1,2
プロバイダーから指定された、DNSサーバーアドレスを入力してく
ださい。

M DNSサーバーアドレスが一つしか指定されなかった場合は、
“DNSサーバー1”に入力してください。

5-4 PPPoE

① PPPoEをクリックしてください。

PPPoEの設定項目が表示されます。

② 各設定を行ってください。

jユーザー名
プロバイダーから指定された、ユーザー名を入力してください。
インターネット接続時に、ユーザー名とパスワードによる認証が
行われます。

M ここで使用するユーザー名とパスワードは、メールの受
信時などに使用するユーザーIDやパスワードとは、通常
異なっています。
契約書等に、PPPoE用もしくは接続用といった説明のある
ものを入力してください。

jパスワード
プロバイダーから指定された、パスワードを入力してください。

M プロバイダーのホームページから、パスワードを変更で
きる場合があります。
その場合はセキュリティの観点から、パスワードを変更
することをお勧めします。

jパスワードの確認
パスワード欄に入力したものと、同じパスワードを入力してくだ
さい。

jサービス名
任意の文字列を入力してください。
入力しなくてもかまいません。
入力可能な文字：半角の英数80文字以内

M プロバイダーからサービス名を指定されている場合は、
指定された名称を入力してください。
その際、サービス名の入力を省略したり間違った値を入
力するとインターネットの利用ができません。

jDNSサーバー
DNSサーバーアドレスを、PPPoEにより自動取得させるか、手動で
設定するかを指定してください。

自動取得 DNSサーバーアドレスが自動的に取得されます。
通常はこちらを選択してください。

固定設定 DNSサーバーアドレスを手動で入力してください。

M PPPoEに対応しているプロバイダーと契約している場合は、
DNSサーバーアドレスが取得されます。
PPPoEによるDNSサーバーアドレスの取得が、できないプ
ロバイダーと契約している場合は、DNSサーバーアドレス
が書面等で通知されます。

jDNSサーバー1,2
DNSサーバーの項で固定設定を選択した場合、ここにDNSサーバー
アドレスを入力してください。
自動取得を選択した場合は、特に入力の必要はありません。

M  状態  をクリックすると、PPPoE管理ページが表示され、
PPPoEの状態を参照したり、手動でも接続/切断を行うこと
ができます。（ 　p.40）

5-5 その他

管理用のパスワードを変更したい場合は、「12-1 パスワードの変更」
を参照してください。（ 　p.27）

また、すべての設定値を工場出荷時に戻し、設定をやり直したい場
合は、「3-7 購入時の設定に戻す」を参照してください。（ 　p.10）
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6 DHCP 設定

本機はLAN側に接続したパソコンのTCP/IP設定を一括して管理する
DHCP機能を内臓しています。

6-1 DHCP設定

DHCP設定により、AR220Eより各パソコンにTCP/IP設定を配布するこ
とで、個々にTCP/IP設定を行う手間を省くことができます。

① メニューフレームから「詳細設定」「DHCP設定」をクリックしてくだ

さい。

DHCP設定ページが表示されます。

② 必要な設定内容を入力してください。

jDHCP
DHCP機能を使用するかどうかを設定してください。
すべてのネットワーク設定を手動で行いたい場合には、 無効 ▼ を
選択してください。

掲載例では  有効 ▼ を選択しています。

j開始アドレス
DHCP機能でパソコン等に割り当てる、IPアドレス範囲の開始アド
レスを入力してください。
工場出荷時設定：“192.168.1.11”

A 「LAN側IPアドレス」と重ならないように注意してください。

j終了アドレス
DHCP機能でパソコン等に割り当てるIPアドレスの範囲から、終了
アドレスを入力してください。
DHCP開始/終了間にあるアドレスが、DHCP機能によってLAN側のパ
ソコンに自動的に割り当てられます。
工場出荷時設定：“192.168.1.254”

③  設定  をクリックしてください。

DHCP機能の設定が保存されます。

6-2 固定IPアドレステーブル

DHCP設定では、各パソコンに相互に重複しないIPアドレスを自動で
割り振りますが、どのIPアドレスが、どのパソコンに割り振られる
かは決まっていません。本設定を行うことで、パソコンに固定的に
IPアドレスを割り振ることができます。

M パソコン側の設定が「IPアドレスを自動的に取得する」で
あることを確認してください。

① メニューフレームから「詳細設定」「DHCP設定」「固定IPアドレステー

ブル」をクリックしてください。

固定IPアドレステーブルページが表示されます。

②  追加  をクリックしてください。

追加ページが表示されます。

③ 設定内容を入力してください。

jIPアドレス
固定でIPアドレスを使用するパソコンのIPアドレスを入力してく
ださい。

M 入力する値が、DHCP機能により割り当てられるIPアドレ
スの範囲内であることを、確認してください。
IPアドレスはシステム情報ページから確認することがで
きます。
（ 「12-5 システム情報の表示」　p.30）

ＡＲ２２０Ｅ

AR220Eより
各パソコンに
TCP/IP設定を
配布する
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同じIPアドレスを

割り当てる

ＡＲ２２０Ｅ
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jMACアドレス
IPアドレスを固定で割り振りたいパソコンの、MACアドレスを入力
してください。

M ここに入力したMACアドレスをもとに、IPアドレスが割り
当てられます。

M MACアドレスについての詳細は、「付B-5　MACアドレスの
参照方法」を参照してください。（ 　p.35）

jメモ欄
覚え書きとして使用してください。
特に何も入力する必要はありません。
パソコンの名称などを入力してください。

④  設定  をクリックしてください。

固定IPアドレス設定が追加されます。

⑤ 「詳細設定」「システム設定]を選択し、システム再起動の  実行  を

クリックしてください。（ 　p.28）

本機が再起動し、設定内容が有効になります。

6-3 除外IPアドレステーブル

DHCP機能によって、開始アドレスから終了アドレスの間にあるIPア
ドレスのうち、パソコン等に割振りたくないIPアドレスを指定でき
ます。

① メニューフレームから「詳細設定」「DHCP設定」「除外IPアドレステー

ブル」をクリックしてください。

固定IPアドレステーブルページが表示されます。

②  追加  をクリックしてください。

追加ページが表示されます。

③ 設定内容を入力してください。

jIPアドレス
除外したいIPアドレスを入力してください。

M 入力する値が、DHCP機能により割り当てられるIPアドレ
スの範囲内であることを確認してください。
IPアドレスの範囲は、システム情報ページから確認する
ことができます。
（ 「12-5 システム情報の表示」　p.30）

jメモ欄
覚え書きとして使用してください。
特に何も入力する必要はありません。
パソコンの名称などを入力してください。

④  設定  をクリックしてください。

固定IPアドレス設定が、追加されます。

⑤ 「詳細設定」「システム設定]を選択し、システム再起動の  実行  を

クリックしてください。（ 　p.28）

本機が再起動し、設定内容が有効になります。

6-4 BOOTP IPアドレステーブル

本機はIPアドレスを配布する仕組みとして、DHCP機能以外にBOOTP機
能にも対応しています。BOOTP機能でIPアドレスを配布するには、対
象となる機器のMACアドレスを、本機に登録しておく必要があります。

① メニューフレームから「詳細設定」「DHCP設定」「BOOTP IPアドレス

テーブル」をクリックしてください。

BOOTP IPアドレステーブルページが表示されます。

②  追加  をクリックしてください。

追加ページが表示されます。
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③ 必要な設定内容を入力してください。

jIPアドレス
BOOTP機能で配布したいIPアドレスを入力してください。

jMACアドレス
BOOTP機能でIPアドレスを配布したい機器の、MACアドレスを入力
してください。

jメモ欄
覚え書きとして使用してください。
特に何も入力する必要はありません。
機器の名称などを入力してください。

④  設定  をクリックしてください。

BOOTP IPアドレステーブルの設定が追加されます。

⑤ 「詳細設定」「システム設定]を選択し、システム再起動の  実行  を

クリックしてください。（ 　p.28）

本機が再起動し、設定内容が有効になります。

6-5 DHCP クライアント一覧

本機のDHCP機能を使用して配布したIPアドレスの一覧を参照するこ
とができます。

① メニューフレームから「詳細設定」「DHCP設定」をクリックしてくだ

さい。

DHCP設定ページが表示されます。

②  DHCPクライアント一覧  をクリックしてください。

DHCPクライアント一覧ページが表示されます。

M  更新  をクリックすることで最新の状態を表示するこ
とができます。

M LAN側のネットワークアドレスそのものを変更する場合には、
DHCP設定だけでなくAR220EのLAN側IPアドレスを変更する必
要があります。
AR220EのLAN側IPアドレスは、「詳細設定」「LAN側の設定」
で変更できます。

jMACアドレス
本機のLAN側インタフェースに付けられたMACアドレスが
表示されます。参考のために表示されており変更はでき
ません。

jLAN側IPアドレス
本機のLAN側インターフェースに設定するIPアドレスを入
力してください。
工場出荷時設定：192.168.1.1

jサブネットマスク
本機のLAN側インタフェースに設定するサブネットマスク
を入力してください。

 設定  をクリックすることでLAN側IPアドレスが変更され
ます。
「詳細設定」「システム設定]を選択し、システム再起動の
 実行  をクリックしてください。（ 　p.28）
本機が再起動し、設定内容が有効になります。
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7 スタティックルートの設定

本機は、スタティックルーティング機能を搭載しています。

これにより、複数のサブネットが存在するような環境でも使用する
ことができます。

ここでは下図のような環境において、本機のLAN側にスタティックルー
トを設定する方法について説明します。

① メニューフレームから「詳細設定」「スタティックルーティングテー

ブル」をクリックしてください。

ルーティングテーブルページが表示されます。

②  追加  をクリックしてください。

スタティックルーティングテーブル追加ページが表示されます。

③ 必要な設定内容を入力してください。

jネットワークアドレス
通信の宛先となる、ネットワークのアドレスを入力してください。
掲載例では“192.168.2.0”を入力しています。

jサブネットマスク
ネットワークアドレスの欄に入力したアドレスの、どこがネット
ワークアドレスであるかを表す数値です。
掲載例では“255.255.255.0”を入力しています。

jゲートウェイ
ネットワークアドレス欄とサブネットマスク欄で指定した宛先へ
の経路となる、ルーターのIPアドレスを指定してください。
掲載例では“192.168.1.100”を入力しています。

jインターフェース
ゲートウェイ欄で指定したルーターが、LAN側とWAN側のどちらに
存在しているのかを選択してください。
掲載例では  LAN Ethernet ▼ を選択しています。

M ネットワークアドレスとサブネットマスク

例えばIPアドレスが“10.0.0.1”で、サブネットマスクが
“255.255.0.0”であれば、“10.0”までがネットワークア
ドレスであることを表しています。またこの場合、後半の
“0.1”はホストアドレスと呼びます。

“10. 0. 0. 1”

“255. 25 5. 0. 0”

ネットワーク　← →　ホスト
　　　　   ・アドレス 　　　アドレス

M 本機はダイナミックルーティングプロトコルに対応してお
りません。

④  設定  をクリックしてください。

スタティックルーティングテーブルが追加されます。

⑤ 「詳細設定」「システム設定]を選択し、システム再起動の  実行  を

クリックしてください。（ 　p.28）

本機が再起動し、設定内容が有効になります。

A 詳細設定にて設定変更を行った場合、 設定  をクリックした
だけでは設定内容が有効になりません。
必ずシステム再起動を行って、設定した内容を動作に反映して
ください。
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8 Web サーバーを公開する

8-1 バーチャルサーバーとは

本機はNAT/ENAT機能を使用している場合でも、バーチャルサーバー
機能を搭載しているため、LAN内に設置したWebサーバーを公開でき
ます。

ADSL回線やCATV回線の契約を行うと、通常はIPアドレスを1つ使用で
きます。本機のようなブロードバンドルーターと呼ばれる機器は、
この1つのIPアドレスを使用して、複数のパソコンでインターネット
を同時に利用するための、NAT/ENAT機能を搭載しています。

通常はLAN側から通信を開始しなければ通信ができないという制限が
あるため、LAN内に設置したWebサーバーを公開できません。

NAT/ENAT機能

これは実際にはLAN側に複数のパソコンが設置されているにもかかわ
らず、CentreCOM AR220E一台だけしかインターネットに接続されて
いないように見せかけるという、NAT/ENATの特性によります。
つまりインターネット側からは、本機のWAN側のポートに付けられた
IPアドレスしか存在しないように見えるわけです。
この状態ではインターネット側から、LAN内部のパソコンと直接通信
することはできません。
例えばLAN内のパソコンがインターネット上のWebサーバーと通信す
る場合、通信が開始されると本機が通信を開始したように見せかけ
て、Webサーバーとの通信が行われます。Webサーバーからホームペー
ジの内容などが返送されてくると、通信を開始したパソコンに対し
て、そのデータが渡されます。
LAN内のパソコンから通信が開始された場合には、返信をどのパソコ
ンに渡せば良いのかを本機が認識しているため、問題は起きません。
しかしインターネット側から本機に通信が開始された場合は、LAN内
のどのパソコンにその通信内容を渡すべきなのかを本機は判断でき
ないため、そのデータは破棄されてしまい、結果としてインターネッ
ト側から開始した通信は成立しません。ゆえに、LAN内にWebサーバー
を設置してもインターネット側からは、それに対しアクセスできな
いという事態が起こります。
したがって、インターネット側から通信が開始された場合に、どの
パソコンにその通信データを渡すべきなのか等を、あらかじめ本機
に設定しておけば、インターネット側から通信を開始することがで
き、バーチャルサーバー機能であるWebサーバーの公開が可能になり
ます。

このインターネット側からの通信要求を、LAN側のどのパソコンに渡
すかを設定した一覧を、バーチャルサーバーの設定と呼びます。

バーチャルサーバーの設定では、通信要求を渡すパソコンをIPアド
レスで指定するため、Webサーバーとして使用するパソコンのIPアド
レスは固定で割り振られていなければなりません。
DHCP機能により、IPアドレスなどのネットワーク設定をLAN内のパソ
コンに自動で割り当てている場合は、DHCP機能により配布されるIP
アドレスが変更されることがあり、IPアドレスを固定するという設
定が必要となります。

本章では、これらの条件を満たすための設定方法を説明します。

バーチャルサーバー機能

A 一部のCATV回線を利用するインターネット接続では、プロバイ
ダー側で、NAT/ENATに相当する機能を使用している場合があり
ます。
その場合は、本項の設定を行っても、サーバーをインターネッ
トに公開することはできません。
本機のWAN側ポートに割り当てられたIPアドレスが、以下の範囲
内でないことを確認してくだい。
“10.0.0.0” ～ “10.255.255.255”
“172.16.0.0” ～ “172.32.255.255”
“192.168.0.0”～ “192.168.255.255”

LAN内からは
通信を開始
できる

インターネット側から
LAN内へは
通信を開始できない

Webサーバー
だと思って
アクセスする

Webアクセスは
この
パソコンへ

Webサーバー

ＡＲ２２０Ｅ

ＡＲ２２０Ｅ
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8-2 固定的にIPアドレスを割り当てる

Webサーバーとして使用するパソコンは、IPアドレスを固定しなけれ
ばなりません。

M IPアドレスの固定方法の詳細については、「6-2 固定IPア
ドレステーブル」を参照してください。（ 　p.14）

8-3 バーチャルサーバー設定

実際にLAN内のWebサーバーとして使用するパソコンを、インターネッ
トに公開する設定を行います。

① メニューフレームから「詳細設定」「バーチャルサーバーの設定」を

クリックしてください。

バーチャルサーバーの設定ページが表示されます。

② バーチャルサーバーのプルダウンリストボックスから 有効▼ を選

択し、 設定  をクリックしてください。

確認ページが表示され、バーチャルサーバー機能が有効になりま
す。

M ここで無効を選択することで、運用中でも一時的にバー
チャルサーバー機能を停止することができます。

③ 操作フレーム下部の  追加  をクリックしてください。

追加ページが表示されます。

④ 設定内容を入力してください。

jバーチャルサーバー
設定の有効/無効を、プルダウンリストボックスから選択してくだ
さい。
通常は  有効 ▼ を選択してください。

jグローバルポート
プロトコルを示すポート番号を入力してください。

M WebブラウザーからWebサーバーに通信を開始する場合、
Webサーバーとの通信を要求していることを明示するため
にポート番号というものが使用され、例えばWebサーバー
は80番と規定されています。
サーバーやルーターなどは、このポート番号によって、
どのようなアプリケーションが通信を要求してきたのか
を判断しています。
次表にポート番号の例を示します。

ポート№ ポート名 用      途

20 ftp data File Transfer Protocolのデータ用

21 ftp File Transfer Protocolの制御用

23 telnet Telnet Protocol（仮想端末）

80 HTTP World Wide Web

25 smtp Simple Mail Transfer Protocol
（メール送信）

110 pop3 Post Office Protocol version 3
（メール受信）

119 nntp Network News Transfer Protocol

123 ntp Network Time Protocol

jローカルIP
Webサーバーとして使用するパソコンの、IPアドレスを指定してく
ださい。
本機のWAN側ポートに対して、Webクライアントからの通信が届く
と、ここで設定したIPアドレスに転送されます。

M IPアドレスについての詳細は、「6-2 固定IPアドレステー
ブル」を参照してください。（ 　p.14）

jローカルポート
グローバルポートに入力したものと同じ番号を入力してください。

M 特別な理由でユーザーが変更していない限り、80番を入
力してください。

jプロトコル
 TCP ▼ を選択してください。
これはWebサーバーとWebブラウザー間の通信が、「TCP」と呼ばれ
る手順(プロトコル)で行われているためです。

jメモ欄
覚え書きとして使用してください。
特に何も入力する必要はありません。
パソコンの名称などを入力してください。

⑤  設定  をクリックしてください。

バーチャルサーバーの設定が追加されます。
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⑥ 「詳細設定」「システム設定]を選択し、システム再起動の  実行  を

クリックしてください。（ 　p.28）

本機が再起動し、設定内容が有効になります。

M 設定の確認方法
他のインターネットユーザーに、本機のWAN側ポートに付け
られたIPアドレスに対して、Webブラウザーからの接続を依
頼してください。
Webサーバーに収めてあるホームページが表示されれば、設
定が正しく行われています。
WAN側ポートに付けられたIPアドレスについての詳細は、
「12-5 システム情報の表示」を参照してください。
（ 　p.30）
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9 ネット対戦ゲームへの対応

A NAT/ENATを使用している場合に、行うことのできないネット対
戦ゲームに対して、以下の設定を行うことにより、LAN側に接続
されたパソコンのうち、1台だけゲームを行うことができます。

ネット対戦ゲームを行うための設定には、2つの方法があります。

・バーチャルサーバー設定を使う
プレイデータが送られてくるポート番号が、あらかじめ判明して
いる場合は、バーチャルサーバー機能を使用することで、ゲーム
ができるようになります。

・DMZ設定を使う
使用するポートが不明なゲームや、使用するポートを毎回変更す
るようなゲームに対しては、DMZ設定という機能を使用することで、
ゲームをプレイすることができます。

A 一部のCATV回線を利用するインターネット接続では、プロバイ
ダー側でNAT/ENATに相当する機能を、使用している場合があり
ます。その際には本項に記載する対処を行っても、ゲームをプ
レイできないことがあります。

9-1 バーチャルサーバー設定

プレイデータが送られてくるポート番号が、あらかじめ判明してい
る場合は、以下の手順でバーチャルサーバー設定を、行ってくださ
い。

① メニューフレームから「詳細設定」「バーチャルサーバーの設定」を

クリックしてください。

バーチャルサーバーの設定ページが表示されます。

② バーチャルサーバーのプルダウンリストボックスから 有効▼ を選

択し、  設定  をクリックしてください。

設定終了を示すメッセージが表示され、バーチャルサーバー機能
が有効になります。

③  追加  をクリックしてください。

追加ページが表示されます。

④ 設定内容を入力してください。

jバーチャルサーバー
設定の有効/無効を、プルダウンリストボックスから選択してくだ
さい。
通常は  有効 ▼ を選択してください。

jグローバルポート
プレイデータが送信されてくるポート番号を、入力してください。

jローカルIP
ゲームをプレイしたいパソコンのIPアドレスを、指定してくださ
い。本機のWAN側ポートに対してプレイデータが届くと、ここで設
定したIPアドレスに転送されます。

M バーチャルサーバー機能を使用する場合には、ゲームを
行うパソコンのIPアドレスを、固定してください。
詳細については「6-2 固定IPアドレステーブル」（
p.14）を参照してください。

jローカルポート
グローバルポートに入力したのと、同じ番号を入力してください。

jプロトコル
ゲームデータは、TCPもしくはUDPと呼ばれる通信手順で届けられ
ますが、用いられる形式はゲームによって異なります。

jメモ欄
覚え書きとして使用してください。
特に何も入力する必要はありません。
パソコンの名称などを入力してください。

⑤  設定  をクリックしてください。

バーチャルサーバーの設定が追加されます。

⑥ 「詳細設定」「システム設定]を選択し、システム再起動の  実行  を

クリックしてください。（ 　p.28）

本機が再起動し、設定内容が有効になります。

ゲームデータ
が届く。

このパソコン
に転送する。

ゲーム用
パソコン

ＡＲ２２０Ｅ



22 9 ネット対戦ゲームへの対応

9-2 DMZ設定

本機はLANに接続されている1台のパソコンを、ADSL回線やCATV回線
に直接接続して使用しているように見せかけるDMZ機能を搭載してい
ます。

DMZ設定を行うことにより、ネットワーク対戦ゲームやStreamWorks
のようなストリーミングメディア、IRCなどのチャットソフトの使用
が可能となります(一部未対応)。

A ただし本機能を使用できるのは、LAN側に接続されたパソコンの
うち1台だけです。

A DMZ機能の対象となっているパソコンは、本機の持つNAT/ENAT
機能によるアクセス保護の効力外となり、外部から容易にアク
セスできる状態となります。
その結果DMZ対象となったパソコンを経由して、LAN内の他のパ
ソコン等に何らかの影響を及ぼすことも可能となってしまいま
す。したがってDMZ機能の使用は、極力避けることをお勧めしま
す。

① メニューフレームから「詳細設定」「DMZ設定」をクリックしてくだ

さい。

DMZ設定ページが表示されます。

② DMZホスト欄にゲームを行うパソコンのIPアドレスを入力し  設定  を

クリックしてください。

確認ページが表示され入力内容が記録されます。

③ 「詳細設定」「システム設定]を選択し、システム再起動の  実行  を

クリックしてください。（ 　p.28）

本機が再起動し、設定内容が有効になります。

M 通常は、DMZ機能を使用しない設定になっています。

M バーチャルサーバー設定で登録されているポート番号につ
いては、バーチャルサーバー設定が優先します。

M DMZ機能を停止させる

① メニューフレームから「詳細設定」「DMZ設定」をクリック

してください。

DMZ設定ページが表示されます。

② DMZホスト欄のIPアドレスの

第4オクテットに“0”を入力し、

 設定  をクリックしてください。

確認ページが表示され入力内容が記録されます。

③ 「詳細設定」「システム設定]を選択し、システム再起動の

 実行  をクリックしてください。

（ 　p.28）

本機が再起動し、設定内容が有効になります。

① インターネットから
通信が開始されると、

ゲーム用
パソコン

② とにかくDMZ設定された
パソコンに転送される。

ＡＲ２２０Ｅ
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10 パケットフィルタリング設定

本機は、パケットフィルタリング機能を搭載しています。

M CentreCOM AR220E自体は、WAN側ポートからのいかなるアク
セスも受け付けないようになっているため、本機を保護す
るような設定を行う必要はありません。

パケットフィルタリングには次の2種類があります。

・ポートベース
特定のプロトコルによるLAN側からインターネットに対する通信を
不可に設定することができます。

・IPアドレスベース
インターネット上の特定のIPアドレスへの、LAN側からの通信を不
可に設定することができます。

A LAN側から特定のIPアドレスへの通信が、できなくなります。

10-1 IPアドレスベース

① メニューフレームから「詳細設定」「パケットフィルタリング」「IP

アドレスベース」をクリックしてください。

IPアドレスベースページが表示されます。

②  追加  をクリックしてください。

追加ページが表示されます。

③ 設定内容を入力してください。

jIPアドレス
通信を遮断したい、外部のIPアドレスを入力してください。
ここで設定したIPアドレスとの通信は、すべて遮断されます。

④  設定  をクリックしてください。

パケットフィルタリングの設定が、追加されます。

⑤ 「詳細設定」「システム設定]を選択し、システム再起動の  実行  を

クリックしてください。（ 　p.28）

本機が再起動し、設定内容が有効になります。

M 最大15件のフィルターを登録できます。

10-2 ポートベース

① メニューフレームから「詳細設定」「パケットフィルタリング」「ポー

トベース」をクリックしてください。

ポートベースページが表示されます。

②  追加  をクリックしてください。

追加ページが表示されます。

③ プロトコル欄のプルダウンリストボックスから、プロトコル名を選択

してください。

サービスタイプ、およびポートに適切な値が設定されます。

M フィルタリングしたいプロトコルが、リストに存在し
ない場合は、 ユーザー定義 ▼ を選択して、目的のサー
ビスタイプとポートを設定してください。

jサービスタイプ
ブロックしたい外部からの通信が、TCPタイプのものか、UDPタイ
プのものかを選択してください。

jプロトコル

事前に用意されているプロトコル名は、以下の通りです。

プロトコル ポート サービスタイプ サーバー種別

FTP 21 TCP FTPサーバー

HTTP 80 TCP Webサーバー

NEWS 144 TCP NEWSサーバー

POP3 110 TCP メールサーバー(受信用)

SMTP 25 TCP メールサーバー(送信用)

TELNET 23 TCP 仮想端末

TFTP 69 UDP 簡易ファイル転送

jポート
ブロックしたい通信のポート番号を入力してください。
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④  設定  をクリックしてください。

パケットフィルタリングの設定が追加されます。

⑤ 「詳細設定」「システム設定]を選択し、システム再起動の  実行  を

クリックしてください。（ 　p.28）

本機が再起動し、設定内容が有効になります。

M 最大15件のフィルターを登録できます。
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運用開始後にWAN側の設定を行う場合、以下の2つのメニューを使用
します。
・簡単設定メニューで、基本的な設定を行う。
・詳細設定メニューで、詳細な設定を行う。

M WAN側の設定に関しては、簡単設定の設定項目と重複して
おり、通常の設定作業では、WAN側の設定メニューを使用
することはありません。
ただし、運用開始後、WAN側の設定を変更する必要が生じ
た場合、簡単設定メニューを使用すると、それまでの設
定内容がすべて破棄され、新たに設定が行われます。
したがって、既に行った設定内容に影響を与えることな
くWAN側の設定を変更したい場合は、「詳細設定」「WAN
側の設定」を使用してください。

11-1 動作モードの選択

契約するプロバイダーによって、本機の動作モードを切り替えるこ
とができます。

① メニューフレームから「詳細設定」「WAN側の設定」をクリックして

ください。

WAN側の設定の設定項目が、表示されます。

② 上部のフレームでWAN側の設定を選択してください。

ルーターの動作モードを選択すると、下部のフレームに該当する
設定項目が、表示されます。

③ 必要な設定を行ってください。

jWAN側IPアドレス(自動取得)
DHCP機能を利用して、自動的に設定する場合に選択してください。

jWAN側IPアドレス(固定設定)（ 　p.26）
手動で設定する場合に選択してください。

jPPPoE（ 　p.26）
PPPoEを利用して、自動的に設定する場合に選択してください。

④  設定  をクリックしてください。

ルーターが再起動し、設定内容が動作に反映されます。

A 簡単設定メニューで動作モードを切り替えた場合、詳細設定に
て設定された設定内容は破棄され、簡単設定の初期値に変更さ
れます。

M 各ページにMACアドレスの欄がありますが、参考として表示
されているだけで、変更等はできません。

11-2 WAN側IPアドレス(自動取得)

ここではネットワーク設定を、DHCP機能で取得するタイプの回線契
約を結んでいる場合について説明します。

① WAN側IPアドレス(自動取得)をクリックしてください。

WAN側IPアドレス(自動取得)の設定項目が表示されます。

② 各設定を行ってください。

jWAN側IPアドレス
IPアドレスの取得タイミングを設定してください。

起動時取得 起動時にプロバイダーのDHCPサーバーからIPアド
レスが取得されます。
通常はこちらを選択してください。

通信時取得 パソコンからインターネットに対する通信が行わ
れたとき、プロバイダーのDHCPサーバーから、IP
アドレスが取得されます。

jドメイン名
通常は入力しなくても、インターネットを利用する上では問題あ
りません。

A 一部のプロバイダーでは、本項目が未設定である場合、イン
ターネット利用が制限されることがあります。
プロバイダーとの契約書等に記載がある場合は、それを入力
してください。

jコンピューター名
任意の文字列を入力してください。
入力可能な文字：半角の英数50文字以内

M プロバイダーから指定がある場合は、指定されたコン
ピューター名を入力してください。
このコンピューター名をもとに、IPアドレス等が割り当
てられます。

jDNSサーバー
DNSサーバーアドレスを、DHCP機能により自動取得させるか、手動
で設定するかを指定してください。
DHCP機能に対応しているプロバイダーと契約している場合は、DHCP
機能によりDNSサーバーアドレスが取得されます。

M DHCP機能によるDNSサーバーアドレスの自動取得に、対応
していないプロバイダーと契約している場合は、DNSサー
バーアドレスが書面等で通知されます。

自動取得 DNSサーバーアドレスが自動的に取得されます。
通常はこちらを選択してください。

固定設定 DNSサーバーアドレスを手動で入力してください。

jDNSサーバー1,2
DNSサーバーの項で固定設定を選択した場合、ここにDNSサーバー
アドレスを入力してください。
自動取得を選択した場合は、特に入力の必要はありません。

11 詳細設定と簡単設定についての留意事項
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11-3 WAN側IPアドレス(固定設定)

WAN側のネットワーク設定を手動で設定するタイプの回線契約を結ん
でいる場合の設定について説明します。

jIPアドレス
プロバイダーから指定された、IPアドレスを入力してください。

jサブネットマスク
プロバイダーから指定された、サブネットマスクを入力してくだ
さい。

jデフォルトゲートウェイ
プロバイダーから指定された、ゲートウェイアドレスを入力して
ください。

jDNSサーバー1,2
プロバイダーから指定された、DNSサーバーアドレスを入力してく
ださい。

M DNSサーバーアドレスが一つしか指定されなかった場合は、
DNSサーバー１に入力してください。

11-4 PPPoE

WAN側のネットワーク設定を、PPPoEで設定するタイプの回線契約を
結んでいる場合の設定について説明します。

jユーザー名
プロバイダーから指定された、ユーザー名を入力してください。
PPPoEでは、インターネット接続時にユーザー名とパスワードによ
る認証を行います。

M ここで使用するユーザー名とパスワードは、メールの受
信時などに使用する、ユーザーIDやパスワードとは異なっ
ているのが普通です。
プロバイダーとの契約書等に、PPPoE用もしくは接続用と
いった説明のあるものを入力してください。

jパスワード
プロバイダーから指定された、パスワードを入力してください。
契約したプロバイダーによっては、後でサポート用のホームペー
ジからパスワードを変更できる場合があります。

M セキュリティの観点から、パスワードを変更することを
お勧めします。
なおサポートページでパスワードを変更した場合は、こ
こに設定されているパスワードも、同様に変更する必要
があります。

jパスワードの確認
パスワード欄に入力したものと、同じパスワードを入力してくだ
さい。

jサービス名
任意の文字列を入力してください。
入力しなくてもかまいません。
入力可能な文字：半角の英数80文字以内

M プロバイダーからサービス名を指定されている場合は、
指定された名称を入力してください。
その際、サービス名の入力を省略したり間違った値を入
力するとインターネットの利用ができません。

j無通信切断タイマー
ここで設定した時間内に通信がない場合は、プロバイダーとの接
続が自動的に切断されます。
接続時間に応じて課金される、プロバイダーを使用している場合
に設定してください。
工場出荷時設定：10分

M プロバイダーとの接続を切断したくない場合には、“0”
を入力してください。
その場合は無通信監視が行われません。

M PPPoEによる接続/切断を手動で行うことができます。
（ 　p.40）

jDNSサーバー
DNSサーバーアドレスを、PPPoEにより自動取得させるか、手動で
設定するかを指定してください。
PPPoEに対応しているプロバイダーと契約している場合は、PPPoE
によりDNSサーバーアドレスを取得できます。

M PPPoEでのDNSサーバーアドレス取得に対応していない場
合は、プロバイダーから書面等で通知されたDNSサーバー
アドレスを、DNSサーバー1、DNSサーバー2の項に入力し
てください。

自動取得 DNSサーバーアドレスが自動的に取得されます。
通常はこちらを選択してください。

固定設定 DNSサーバーアドレスを手動で入力する必要があ
ります。

jDNSサーバー1,2
DNSサーバーの項で固定設定を選択した場合、ここにDNSサーバー
アドレスを入力してください。
プロバイダーから書面などで通知された、DNSサーバーアドレスを
入力してください。
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12 保守機能を使う

12-1 パスワードの変更

Webブラウザー上で管理者ログイン名、および管理者パスワードを変
更することができます。

M 管理者ログイン名とパスワードは、セキュリティの観点よ
り、本機導入時に変更することをお勧めします。
また、変更後の管理者ログイン名、および管理者パスワー
ドは忘れないよう、厳重に管理してください。

① メニューフレームから「詳細設定」「システム設定」をクリックして

ください。

システム設定ページが表示されます。

② 必要な設定内容を入力してください。

j管理者ログイン名
変更したいログイン名を入力してください。
入力可能な文字：半角の英数12文字以内
工場出荷時設定：“root”

j管理者パスワード
変更したいパスワードを入力してください。
入力可能な文字：半角の英数12文字以内
工場出荷時設定：パスワードは設定されていません。

jパスワードの確認
管理者パスワード欄に入力したものと、同じパスワードを入力し
てください。

③  設定  をクリックしてください。

ログイン名およびパスワードが変更されます。

12-2 工場出荷時の状態へ戻す

① メニューフレームから「詳細設定」「システム設定」をクリックして

ください。

システム設定ページが表示されます。

② 「工場出荷時の状態へ戻す」欄の  実行  をクリックしてください。

確認のためのダイアログボックスが表示されます。

③  OK  をクリックしてください。

設定値がすべて工場出荷時の状態に戻ります。

A LAN側のIPアドレス等の設定を変更していた場合、工場出荷時の
状態へ戻した瞬間に、それまでの設定では本機にアクセスでき
なくなります。
工場出荷時の状態に合わせてアクセスしてください。

M 購入先によっては、各種設定を行ってから販売されている
場合があります。
そういった場合には「購入時の設定内容」と「工場出荷時
の設定内容」が異なります。
詳細については購入先にお問い合わせください。
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12-3 再起動

① メニューフレームから「詳細設定」「システム設定」をクリックして

ください。

システム設定ページが表示されます。

② 「システム再起動」欄の  実行  をクリックしてください。

確認のためのダイアログボックスが表示されます。

③  OK  をクリックしてください。

本機が再起動します。
再起動中は、本機前面にあるSELF TEST LEDが点灯します。
再起動完了後、SELF TEST LEDが消灯します。

12-4 ファームウェアの更新

本機ではファームウェアをアップグレードすることにより、新規機
能に対応したり、不具合を修正することができます。

A ファームウェアの更新を行っている最中には、絶対に電源をOFF
にしないでください。
正常に動作しなくなる可能性があります。

M 使用上の不具合がない場合は、特にファームウェアをアッ
プグレードする必要はありません。

M 最新のファームウェアは、弊社のホームページからダウン
ロードしてください。（http://www.allied-telesis.co.jp/）
ファイルのダウンロード先は、“C:¥Program Files¥AR220E¥”
を指定することをお勧めします。

ファームウェアを更新するためには、あらかじめパソコン側にTFTP
サーバーソフトを、インストールしておく必要があります。

M TFTPソフトウェアのインストールについての詳細は、「付D
ユーティリティーのインストール」を参照してください。
（ 　p.38）

① から「プログラム」「CentreCOM AR220E」「TFTPサーバー」

をクリックしてください。

TFTPサーバーが起動します。

M ここで表示されているローカルIPアドレスを、TFTPサー
バーIPアドレスに使用します。

② Webブラウザーのアドレス欄に“http://192.168.1.1”と入力し、

 Enter を押してください。

ネットワーク パスワードの入力ダイアログボックスが表示
されます。



12 保守機能を使う 29

③ ユーザー名とパスワードを入力後  OK  をクリックしてください。

CentreCOM AR220Eトップページが表示されます。

④ メニューフレームから「詳細設定」「システム設定」「ファームウェ

ア更新」をクリックしてください。

ファームウェア更新ページが表示されます。

jTFTPサーバーIPアドレス
TFTPサーバーのソフトウェアに表示されている、IPアドレスを入
力してください。

jダウンロードファイル名
弊社のホームページからダウンロードした、ファームウェアのファ
イル名を入力してください。（http://www.allied-telesis.co.jp/）

⑤  更新  をクリックしてください。

確認のダイアログボックスが表示されます。

⑥  OK  をクリックしてください。

ファームウェアの転送が開始され、TFTPサーバーにファイル転送
を示すメッセージが表示され、転送が開始されます。

ファームウェアの転送が終了すると、Webブラウザーの操作フレー
ムにリセット(再起動)を行う旨のメッセージが表示されます。

リセットが完了すると、CentreCOM AR220Eトップページが表示さ
れます。
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12-5 システム情報の表示

本機のハードウェアバージョン等の情報が表示されます。

① メニューフレームから「システム情報」をクリックしてください。

システム情報ページが表示されます。

jハードウェアバージョン
ハードウェアのバージョンが表示されます。

M 動作の不具合などから、弊社サポートまでお問い合わせ
いただいた際に、弊社サポート担当者よりお尋ねする場
合があります。

jファームウェアバージョン
現在使用している、ファームウェアのバージョンが表示されます。
バージョンアップを行った場合、正常にバージョンアップが行わ
れたことを、バージョンを参照することで確認することができま
す。

M 動作の不具合などから、弊社サポートまでお問い合わせ
いただいた際に、弊社サポート担当者よりお尋ねする場
合があります。

jシステム稼働時間
最後に再起動したか、もしくは電源が投入されたときからの、連
続稼働時間が表示されます。

jLAN側の設定
LAN側ポートのネットワーク設定情報が、表示されます。

MACアドレス LAN側ポートに与えられている、ハードウェアのア
ドレスです。
他に同じアドレスは存在しません。
変更はできません。

IPアドレス 「詳細設定/LAN側の設定」で設定した値が表示され
ます。
LAN側の通信に使用するIPアドレスです。
各パソコンのデフォルトゲートウェイアドレスとし
ては、ここに表示された値を設定してください。
通常は変更の必要はありません。
工場出荷時設定：“192.168.1.1”

サブネット
マスク

「詳細設定/LAN側の設定」で設定した値が表示され
ます。
工場出荷時設定：“255.255.255.0”

DHCP設定 「詳細設定/DHCP設定」で設定した値が表示されます。
DHCPを使用している場合 ：“有効”
使用していない場合 ：“無効”

開始アドレス 「詳細設定/DHCP設定」で設定した値が表示されます。
LAN側に接続されたパソコンに、自動的に付与され
るIPアドレスの開始アドレスが表示されます。
DHCP開始/終了間のアドレスがLAN内のパソコンに自
動的に割り当てられます。

終了アドレス 「詳細設定/DHCP設定」で設定した値が表示されます。
LAN側に接続されたパソコンに、自動的に付与され
るIPアドレスの末尾である、終了アドレスが表示さ
れます。
DHCP開始/終了間のアドレスがLAN内のパソコンに自
動的に割り当てられます。

jWAN側の設定
WAN側ポートのネットワーク設定情報が、表示されます。

MACアドレス WAN側ポートに与えられている、ハードウェアアドレ
スです。
変更はできません。
一部のプロバイダーは、このMACアドレスをもとに、
正規のユーザーかどうかを判断していることがありま
す。
業者からMACアドレスの登録を求められた場合は、こ
の値を登録してください。

IPアドレス WAN側の通信に使用するIPアドレスです。
インターネットとの通信に使用されます。
動作モードがDHCPやPPPoEの場合には、プロバイダー
から自動的に割り当てられた、IPアドレスが表示され
ます。
手動設定した場合は、「簡単設定」または「詳細設定
/WAN側の設定」での設定内容が表示されます。
サーバーを公開する場合には、このIPアドレスが、イ
ンターネット側からのアクセスに使用されます。

サブネット
マスク

動作モードがDHCPの場合には、プロバイダーから自動
的に割り当てられた、サブネットマスクが表示されま
す。
手動設定した場合は、「簡単設定」または「詳細設定
/WAN側の設定」での設定内容が表示されます。

ゲートウェイ プロバイダー側のルーターのIPアドレスです。
動作モードがDHCPの場合には、プロバイダーから自動
的に割り当てられた、ゲートウェイアドレスが表示さ
れます。
手動設定した場合は、「簡単設定」または「詳細設定
/WAN側の設定」での設定内容が表示されます。

DNSサーバー1

DNSサーバー2

動作モードがDHCPやPPPoEの場合には、プロバイダー
から自動的に割り当てられた、DNSサーバーアドレス
が表示されます。
手動設定した場合は、「簡単設定」または「詳細設定
/WAN側の設定」での設定内容が表示されます。
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付 A NAT/ENAT 機能について

CentreCOM AR220Eはアドレス/ポート変換を行う、NAT/ENAT機能を搭
載しています。

NAT/ENAT機能は、その仕組み上、外部からLAN内のパソコンに対して
直接通信を開始することができません。したがって外部から直接LAN
内に進入するような行為を防ぐことができます。

A バーチャルサーバー設定、およびDMZ設定を行ったパソコンを除
きます。
これらは外部からLAN内の指定したパソコンへ、通信をさせるた
めの機能を有効にする設定です。（ 　p.18，p.21）

インターネット側からLAN内への通信を防止する

付 B パソコンの設定確認

CentreCOM AR220Eとパソコンを接続するためには、パソコンにLANカー
ドが装備され、TCP/IPが動作している必要があります。

この章ではネットワークカードやTCP/IPが、正しく動作しているこ
とを確認する方法について説明します。

M 実際にLANカードを装着したり、TCP/IPを動作する状態にす
る方法についての詳細は、LANカード付属の取扱説明書を参
照してください。

付B-1 LANカードの動作確認

ここではLANカードが正常に組み込まれていることを、確認する方法
について説明します。

Windows Meの場合：
① デスクトップのマイコンピュータアイコン を右クリックし、プロ

パティをクリックしてください。

システムのプロパティダイアログボックスが表示されます。

②  デバイスパネージャ  タブをクリックし、ネットワークアダプタダ

ブルクリックし、LANカードの名称が表示されていることを確認して

ください。

 

AR220E



32

Windows 2000の場合：

① 「スタート」「設定(S)」「コントロールパネル(C)」クリックし、シ
ステムアイコン をダブルクリックしてください。

システムのプロパティダイアログボックスが表示されます。

②  ハードウェア  タブをクリックした後、 デバイス マネージャ(D)...

をクリックしてください。

デバイスマネージャーウィンドウが表示されます。

③ ネットワークアダプタをクリックしてリストを表示させ、LANカード

の名称が表示されていることを確認してください。

Windows 98の場合：
① 「スタート」「設定(S)」「コントロールパネル(C)」からをクリック

し、システムアイコン をダブルクリックしてください。

システムのプロパティダイアログボックスが表示されます。

②  デバイス マネージャ  タブをクリックしてください。

③ ネットワークアダプタをダブルクリックしてリストを表示し、LANカー

ドの名称が表示されていることを確認してください。

M 下記のようなアダプタ名が表示されることがありますが、
これらはLANカードの名称ではありません。

・Microsoft仮想プライベートネットワークアダプタ
インターネット上に仮想的に自分専用のネットワーク(専
用線)を構築する場合に使用してください。

・ダイヤルアップアダプタ
モデムを使ってインターネットに接続する場合に使用し、
Windows Me/2000/NT/98/95に標準で搭載されているソフ
トウェアです。

Macintoshの場合：

現在販売されているMacintoshパソコンには、LANポートが最初から
装備され、ネットワークが動作する状態で販売されています。
あえて確認する必要はありません。
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付B-2 IPアドレスを自動取得するための確認

本機ではIPアドレス等の設定値を、パソコンに対して自動的に配布
する、DHCP機能を装備しています。

DHCP機能を使用して、パソコンのネットワーク設定を行うには、パ
ソコンが、DHCPクライアントとして設定されていなければなりませ
ん。一般的にはパソコン購入時の設定は、DHCPクライアントとして
動作するようになっていますが、パソコンがDHCPクライアントとし
て設定されているかどうかを確認したい場合には、以下の手順に従っ
て確認を行ってください。

Windows Me/NT/98/95の場合：
① から「設定」「コントロールパネル」をクリックしてくだ

さい。

コントロールパネルウィンドウが表示されます。

② ネットワーク をダブルクリックしてください。

ネットワークダイアログボックスが表示されます。

③ TCP/IPを選択し、 プロパティ(R)  をクリックしてください。

TCP/IPのプロパティダイアログボックスが表示されます。

④  IPアドレス  タブをクリックしてください。

IPアドレスウィンドウが表示されます。

⑤ 「IPアドレスを自動的に取得(O)」が選択されていることを確認して

ください。

Windows 2000の場合：
① から「設定」「コントロールパネル」をクリックしてく

ださい。

コントロールパネルウィンドウが表示されます。

② ネットワークとダイヤルアップ接続アイコン をダブルクリックし

てください。

ネットワークとダイヤルアップ接続ダイアログボックスが表示さ
れます。

③ ローカルエリア接続を右クリックし、ポップアップメニューからプロ

パティをクリックしてください。

ローカルエリア接続のプロパティダイアログボックスが表示され
ます。

④ インターネットプロトコル(TCP/IP)を選択し、 プロパティ(R)  を

クリックしてください。

インターネットプロトコル(TCP/IP)のプロパティダイアログボッ
クスが表示されます。

⑤ 「IPアドレスを自動的に取得する」が選択されていることを確認して

ください。
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Macintoshの場合：
① アップルメニュー から、[コントロールパネル]-[TCP/IP]をクリッ

クしてください。

TCP/IPダイアログボックスが表示されます。

② 「経由先」が「Ethernet」に、「設定方法」が「DHCPサーバを参照」

に設定されていることを確認してください。

付B-3 TCP/IPの動作確認

インターネットを利用するには、TCP/IPが正常に動作している必要
があります。

ここでは本機とパソコンを接続して起動した状態で、本機から配布
されたTCP/IPの設定内容の表示方法について説明します。
本機に設定した通りの設定内容がありパソコン側に表示されていれ
ばTCP/IPが正常に動作していると判断できます。

Windows Me/98/95の場合：
① から「ファイル名を指定して実行」をクリックしてくだ

さい。

ファイル名を指定して実行ダイアログボックスが表示されます。

② 入力欄に「winipcfg」と入力し、 OK  をクリックしてください。

IP設定ダイアログボックスが表示され、TCP/IPの設定内容が表示
されます。

M IP設定ダイアログボックス上で、プルダウンリストボッ
クスからLANカード名称を選択して内容を確認してくだ
さい。

Windows 2000/NTの場合：
① から「プログラム」「アクセサリ」「コマンドプロンプ

ト」をクリックしてください。

コマンドプロンプトダイアログボックスが表示されます。

② “ipconfig /all”と入力し、 を押してください。

TCP/IPの設定内容が“IP Address”の行に表示されます。

Macintoshの場合：
① アップルメニュー から「コントロールパネル」を開き、TCP/IPア

イコンをダブルクリックしてください。

TCP/IPダイアログボックスが表示されます。

② IPアドレス等が正しく表示されているか確認してください。
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付B-4 インターネットとの接続確認

インターネットと通信が行われているかは、インターネット上のホー
ムページを表示することによって確認できます。

① Webブラウザーを起動してください。

M 次のいずれかのWebブラウザーを用意してください。
・Microsoft Internet Explorer Ver. 5.0以上
・Netscape Communicator Ver. 4.7以上

② AR220Eの設定ページを表示してください。

③  をクリックしてください。

例：弊社(アライドテレシス株式会社)のURLは以下の通りです。
　　http://www.allied-telesis.co.jp/

ホームページが表示されれば、インターネットとの通信が正常に
行われています。

付B-5 MACアドレスの参照方法

MACアドレスとは、個々のネットワークポートを識別するために使わ
れている、世界で唯一の番号です。
パソコンに装着するネットワークカードには、それぞれ固有のMACア
ドレスが購入時に付けられています。本機にもWAN用とLAN用の、2つ
のMACアドレスが付けられています。

ここではパソコンのMACアドレスを知る方法について説明します。

Windows 2000/NTの場合：
① から「プログラム」「アクセサリ」「コマンドプロンプ

ト」をクリックしてください。

コマンドプロンプトウィンドウが表示されます。

② “ipconfig /all”と入力し、 を押してください。

MACアドレスが“Physical Address”の行に表示されます。

Windows Me/98/95の場合：
① から「ファイル名を指定して実行」をクリックしてくだ

さい。

ファイル名を指定して実行ダイアログボックスが表示されます。

② 名前欄に“winipcfg”と入力し、 OK  をクリックしてください。

IP設定ダイアログボックスが表示されます。

MACアドレスがアダプタアドレスと書かれた欄に表示されます。

M IP設定ダイアログボックス上で、プルダウンリストボッ
クスからLANカード名称を選択して内容を確認してくだ
さい。
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Macintoshの場合：
① アップルメニュー から「コントロールパネル」「Apple Talk」を

クリックしてください。

Apple Talkダイアログボックスが表示されます。

② ファイルメニューから「情報を見る I」をクリックしてください。

AppleTalk情報ダイアログボックスが表示されます。

MACアドレスがハードウェアアドレスと書かれた
行に表示されます。
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付 C 設定を工場出荷状態に戻す

管理者ログイン名/パスワードを忘れた場合や、設定のミスなどで、
CentreCOM AR220EにWebブラウザーで接続できず、設定変更等が不可
能となった場合の復旧方法を説明します。
以下の操作を行うことで、AR220Eの設定を工場出荷状態に戻すこと
ができます。

A Webブラウザーで本機に接続できている場合には、ここで説明し
ている方法は、絶対に使用しないでください。

A 本操作はWindows Me/2000/NT/98/95でのみ行うことができます。

① 本機から、設定に使用するパソコンとの接続に使用しているケーブル

以外を、すべて抜いてください。

② 本機のDCプラグを抜き、電源をOFFにしてください。

③ 「付D ユーティリティーのインストール」（ 　p.38）を参照して、

付属のCD-ROMから、ユーティリティーをインストールしてください。

④ から「プログラム」「CentreCOM AR220E」「FirstAid Agent」

をクリックしてください。

FirstAid Agentプログラムが起動します。

⑤ ファイルメニューから「FirstAid Agent設定」をクリックしてくださ

い。

FirstAid Agent設定ダイアログボックスが表示されます。

⑥ をクリックしてください。

ファイルを開くダイアログボックスが表示されます。

⑦ ファイルの種類でPARAM.INIを選択し、ファイル一覧からPARAM.INI

をクリックして選択し  開く(O)  をクリックしてください。

FirstAid Agent設定ダイアログボックスの、ファイル名テキスト
ボックスに、ファームウェアのファイル名が入力されます。

M 設定を工場出荷状態に戻すには、PARAM.INIファイルが
必要です。
標準ではユーティリティーのインストールを行った際
に、“C:¥Program Files¥CenterCOM AR220E¥”という
フォルダにコピーされます。

⑧  OK  をクリックしてください。

ファームウェアファイルの所在が記憶されます。

⑨ ファイルメニューから「システム開始」をクリックしてください。

FirstAid Agentが動作を開始します。

⑩ 本機に電源を接続してください。

本機が起動します。
起動に合わせてFirstAid Agentの状況表示エリアに、ファームウェ
ア送信に関するメッセージが表示されます。

本機前面にあるSELF TEST LEDが点滅し、設定が工場出荷状態に
戻ります。

⑪ ファイルメニューから「システム終了」をクリックしてください。

「FirstAid Agent終了」が表示されます。

⑫ FirstAid Agentを終了してください。

⑬ DCプラグを抜き、再度接続し直してください。

設定内容がリセットされ、工場出荷時の設定で起動します。
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付 D ユーティリティーのインストール

ここではCentreCOM AR220E付属のCD-ROMから、ユーティリティーを
インストールする手順を説明します。
インストールできるユーティリティーなどは以下の3点です。
・TFTPサーバー：ファームウェアのバージョンアップに使用します。
・FirstAid Agent：Webブラウザーで本機にアクセスできなくなった

場合などに使用します。
・CentreCOM AR220E取扱説明書 詳細編：本書です。

A ユーティリティーはWindows Me/2000/NT/98/95専用です。
Macintoshでは使用できません。

M 本機のメンテナンスを行うパソコン以外へのインストール
は不要です。

① 付属のCD-ROMをCD-ROMドライブに挿入してください。

インストールメニューが表示されます。

M 自動的にインストールメニューが表示されない場合は、
「マイコンピュータ」からCD-ROMドライブをダブルクリッ
クしてください。

② ユーティリティー・マニュアルのインストールをクリックしてくださ

い。

「CentreCOM AR220Eセットアップ」プログラムが起動します。

③  次へ(N)>  をクリックしてください。

使用許諾契約が表示されます。

④ 使用許諾契約をすべてお読みいただき、すべての条項に同意された場

合には、 はい(Y)  をクリックしてください。

「インストールコンポーネントの選択」が表示されます。

⑤ インストールしたいコンポーネント名を選択し  次へ(N)>  をクリッ

クしてください。

インストール先の選択が表示されます。

M インストーラーは、最も適切と思われるフォルダをイ
ンストール先として選択します。
したがって通常はインストール先を変更する必要はあ
りません。

⑥  次へ(N)>  をクリックしてください。

「新しいフォルダの確認」ダイアログが表示されます。

⑦  はい(Y)  をクリックしてください。

「プログラムフォルダの選択」ダイアログが表示されます。
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⑧  次へ(N)>  をクリックしてください。

「InstallShieldウィザードの完了」が表示されます。

⑨  完了  をクリックしてください。

インストールが完了します。
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付 E PPPoE で手動接続する

プロバイダーへの接続を手動で行うことができます。
① メニューフレームから「詳細設定」「WAN側の設定」をクリックして

ください。

PPPoEページが表示されます。

②  状態  をクリックしてください。

PPPoE管理ページが表示されます。

③  接続  をクリックしてください。

メッセージが表示され、プロバイダーへの接続が行われます。
10秒間待つと、PPPoE管理ページに戻ります。

j PPPoE設定に戻る
PPPoEページを表示したい場合に、クリックしてください。

j PPPoE接続状態の参照
PPPoEの状態を一覧で参照したい場合に、クリックしてください。

M 通信を切断するには

① メニューフレームから「詳細設定」「WAN側の設定」を

クリックしてください。

PPPoEページが表示されます。

②  状態  をクリックしてください。

PPPoE管理ページが表示されます。

③  切断  をクリックしてください。

メッセージが表示され、プロバイダーへの接続が行
われます。
10秒間待つと、PPPoE管理ページに戻ります。

M PPPoEの状態を参照する
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付 F エラーメッセージ一覧

0～10の値を指定してください。

0～10以外の文字が入力されています。
入力した文字を確認してください。

BOOTP IPアドレステーブルのエントリー数（最大10個）を超えています。

BOOTP IPアドレステーブルに11個目の定義を追加しようとし
ました。
BOOTP IPアドレステーブルは10個までしか定義できません。

DMZホストとしてブロードキャストアドレスは使用できません。

DMZホストのIPアドレスとしてブロードキャストアドレスが
入力されています。
LAN側に存在するホストアドレスを入力してください。

DMZホストのアドレスとしてブロードキャストアドレスは使用できません。

ブロードキャストアドレスを入力することはできません。
ホストアドレスを入力してください。

DMZホストのアドレスはLAN側IPアドレスの範囲内でなければなりません。

入力したIPアドレスが適切ではありません。
LAN側に存在するIPアドレスを入力してください。

DNSサーバーが正しくありません。

入力されたDNSサーバーのIPアドレスが適切ではありません。
入力した値を確認してください。

DNSサーバーのIPアドレスが入力されていません。

WAN側のDNSに固定設定を指定した場合、DNSサーバーのIPア
ドレスを入力してください。

DNSサーバーアドレスとしてWAN側IPアドレスは使用できません。

DNSサーバーのIPアドレスとしてAR220EのWAN側IPアドレスが
入力されています。
プロバイダー等から通知されたDNSサーバーのIPアドレスを
入力してください。

DNSサーバーアドレスとして「詳細設定」の「LAN側の設定」で指定した「LAN

側のIPアドレス」は使用できません。

DNSサーバーのIPアドレスとしてAR220EのLAN側IPアドレスが
入力されています。
プロバイダー等から通知されたDNSサーバーのIPアドレスを
入力してください。

IPアドレスが正しくありません。

入力されたWAN側IPアドレスの値が適切ではありません。入
力した値を確認してください。

LAN側のサブネットマスクが正しくありません。

入力されたLAN側のサブネットマスクの値が適切ではありま
せん。入力した値を確認してください。

MACアドレスが正しくありません。

入力されたMACアドレスの値が適切ではありません。入力し
た値を確認してください。

TFTPサーバーが見つかりません。

入力したIPアドレスを持つパソコン上ではTFTPサーバーが起
動していません。
TFTPサーバーを起動するか、TFTPサーバーが起動しているパ
ソコンのIPアドレスを入力してください。

TFTPサーバーのアドレスが正しくありません。

入力されたTFTPサーバーIPアドレスの値が適切ではありませ
ん。
入力した値を確認してください。

TFTPサーバーのファイル名は15文字以内で入力してください。

TFTPサーバーからダウンロードするファームウェアのファイ
ル名として、16文字以上の文字が入力されています。
ファイル名を15文字以下にしてください。

TFTPファイルが見つかりません。

入力されたフォルダ名または、ファイル名が間違っています。
入力したフォルダ名およびファイル名を確認してください。

TFTPファイル名が間違っています(.BINまたは.INIが必要です）。

ファイル名に「.bin」または「.ini」の拡張子が付けられて
いません。
ダウンロードした際のファイル名を拡張子も含めてそのまま
入力してください。

WAN側IPアドレスとしてネットワークアドレスは使用できません。

AR220EのWAN側IPアドレスとしてネットワークアドレスが入
力されています。
プロバイダー等から通知されたIPアドレスを入力してくださ
い。

WAN側IPアドレスとしてブロードキャストアドレスは使用できません。

AR220EのWAN側IPアドレスとしてブロードキャストアドレス
が入力されています。
プロバイダー等から通知されたIPアドレスを入力してくださ
い。

IPアドレスベースのエントリー数（最大15個）を超えています。

IPアドレスベースのフィルター定義に16個目の定義を追加し
ようとしました。
IPアドレスベースのフィルター定義は15個までしか定義でき
ません。

LAN側IPアドレスとしてネットワークアドレスは使用できません。

AR220EのLAN側IPアドレスとしてネットワークアドレスが入
力されています。
ホストアドレスを入力してください。

LAN側IPアドレスとしてブロードキャストアドレスは使用できません。

AR220EのLAN側IPアドレスとしてブロードキャストアドレス
が入力されています。
ホストアドレスを入力してください。

グローバルポート番号は0～9600の値を指定してください。

ポート番号に適切な値が入力されていません。0～9600の範
囲内で入力してください。

ゲートウェイアドレスとして「詳細設定」の「LAN側の設定」で指定した

「LAN側のIPアドレス」は使用できません。

ゲートウェイアドレスとしてAR220EのLAN側に設定したIPア
ドレスが入力されています。
WAN側またはLAN側に存在するゲートウェイのIPアドレスを入
力してください。

ゲートウェイアドレスとしてブロードキャストアドレスは使用できません。

ゲートウェイアドレスとしてブロードキャストアドレスが入
力されています。
ホストアドレスを指定してください。

サーバーアドレスとしてWAN側IPアドレスは使用できません。

バーチャルサーバーのIPアドレスとしてWAN側に存在するIP
アドレスを使用することはできません。
LAN側に存在するIPアドレスを入力してください。

サービス名は80文字以内で入力してください。

サービス名が81文字以上入力されています。80文字以下の
サービス名を入力してください。
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サブネットマスクが正しくありません。

入力されたサブネットマスクの値が適切ではありません。入
力した値を確認してください。

スタティックルーティングテーブルのエントリー数（最大10個）を超えて

います。

スタティックルーティングテーブルに11個目の定義を追加し
ようとしました。
スタティックルーティングテーブルは10個までしか定義でき
ません。

バーチャルサーバーのアドレスはLAN側IPアドレスの範囲内でなければな

りません。

入力したIPアドレスが適切ではありません。
LAN側に存在するIPアドレスを入力してください。

バーチャルサーバーのエントリー数（最大10個）を超えています。

バーチャルサーバーとして11個目の定義を追加しようとしま
した。
バーチャルサーバーは10個までしか定義できません。

パケットフィルタリングのエントリー数(最大15個)を越えています。

パケットフィルタリングの設定に16個目の定義を追加しよう
としています。
パケットフィルタリングの設定は15個までしか定義できませ
ん。

パスワードは80文字以内で入力してください。

パスワードが81文字以上入力されています。
80文字以下のパスワードを入力してください。

パスワードを確認してください。

「パスワード」欄と「パスワードの確認」欄で、入力した内
容が異なっています。
同じ文字列を入力してください。

ファイル名が指定されていません。

ダウンロードするファームウェアのファイル名が入力されて
いません。ファイル名を入力してください。

ポートベースのエントリー数（最大15個）を超えています。

ポートベースのフィルター定義に16個目の定義を追加しよう
としました。
ポートベースのフィルター定義は15個までしか定義できませ
ん。

ユーザー名が設定されていません。

ユーザ名が入力されていません。
適切なユーザー名を入力してください。

ユーザー名は80文字以内で入力してください。

ユーザ名に81文字以上入力されています。
80文字以下のユーザー名を入力してください。

ローカルポート番号は0～65535の値を指定してください。

LAN側のローカルポート番号に0～65535の範囲外の数字が入
力されています。
適切なポート番号を入力してください。

開始または終了アドレスとしてネットワークアドレスは使用できません。

DHCPで配布するアドレスとしてネットワークアドレスが入力
されています。
ホストアドレスを入力してください。

開始または終了アドレスとしてブロードキャストアドレスは使用できませ

ん。

DHCPで配布するアドレスとしてブロードキャストアドレスが
入力されています。
ホストアドレスを入力してください。

開始アドレスが正しくありません。

DHCPの開始アドレスとして適切でないIPアドレスが入力され
ているか、LAN側IPアドレスと矛盾した値が入力されていま
す。
入力したIPアドレスを確認するか、開始アドレスを変更する
前にLAN側のIPアドレスを変更してください。

管理者ログイン名が空白です。

管理者ログイン名が入力されていません。
管理者ログイン名を入力してください。

管理者ログイン名は12文字以内で入力してください。

管理者ログイン名が13文字以上入力されています。
12文字以下の管理者ログイン名を入力してください。

記号の「"」「,」「<」「>」は使用できません。

入力した文字列に使用できない文字が含まれています。
入力した文字列を確認し、修正してください。

固定IPアドレステーブルのエントリー数（最大10個）を超えています。

固定IPアドレステーブルに11個目の定義を追加しようとしま
した。
固定IPアドレステーブルは10個までしか定義できません。

終了アドレスが正しくありません。

DHCPの終了アドレスとして、適切でないIPアドレスが入力さ
れているか、LAN側IPアドレスと矛盾した値が入力されてい
ます。
入力したIPアドレスを確認するか、終了アドレスを変更する
前にLAN側のIPアドレスを変更してください。

除外IPアドレスが範囲外です。

除外IPアドレステーブルとして設定したIPアドレスが、DHCP
開始/終了アドレスの範囲外です。
開始/終了アドレスの範囲内で設定し直してください。

除外IPアドレステーブルのエントリー数（最大10個）を超えています。

除外IPアドレステーブルに11個目の定義を追加しようとしま
した。
除外IPアドレステーブルは10個までしか定義できません。
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付 G 用語集

100BASE-TX
Ethernet規格の1つで、100Mbpsの通信速度を持つ。
ケーブルはカテゴリー5規格のツイストペアを使用する。
このケーブルでパソコン等と、HUBやスイッチ(集線装置)
とを接続して相互に通信を行う。

10BASE-T
Ethernetの規格の1つで、10Mbpsの通信速度を持つ。
ケーブルはカテゴリー3以上のツイストペアを使用する。
このケーブルでパソコン等と、HUB(集線装置)に接続して
相互に通信を行う。

ADSL(Asymmetric Digital Subscriber Line)
電話線を使用して数Mbps～数十Mbpsの通信速度を得る仕
組み。
Asymmetric(非対称)と付くように、データの送信と受信
で通信速度が違い受信側が高速となっている。
ADSLでは従来の音声通話とは違った周波数を用いるため
電話局の交換機を使用できず、電話局側にもADSLモデム
を設置する必要がある。
基本的に常時接続となる。

ADSLモデム(Asymmetric Digital Subscriber Line Modem)
パソコンやルーターをADSL回線に接続する際に使用する
通信機器。本機とはUTPケーブルで接続する。最近はUSB
接続のものも販売されているが、本機では使用できない。

CATV(Cable TV)
電波ではなく銅線などの物理的な線を使用したテレビ放
送を家庭に配信する仕組み。
電波よりもチャンネル数が多いため、通常のテレビ放送
以外にCATV会社がオリジナルの番組を配信したり、衛星
放送を配信していることもある。
この放送用のチャンネルをいくつか使用してインターネッ
ト接続サービスを行っているCATV会社があり、このサー
ビスをCATVインターネットサービス等と呼ぶ。

DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol)
パソコンやブロードバンドルーターのようなネットワー
ク機器に、自動的にIPアドレス等のネットワーク設定内
容を配布する仕組み。
BOOTP機能とは異なり、クライアントのMACアドレスを管
理する必要がない。
ネットワーク設定を配布する機器のことをDHCPサーバー
と呼び、ネットワーク設定を配布される側のパソコン等
をDHCPクライアントと呼ぶ。
この仕組みによりLANに接続されたパソコン等へのネット
ワーク設定をほとんど行う必要がなくなる。

DHCPアドレスプール
パソコン等にDHCP機能を使用してIPアドレスを割り当て
る際に、どのようなアドレスを割り当てるかを定義した
もの。
“192.168.1.11”～“192.168.1.253”のように、開始ア
ドレスと終了アドレスを設定することで、その間のアド
レスがパソコン等に順に割り当てられる。

DHCPサーバー
LAN内の通信機器のIPアドレスなどのネットワーク設定を
自動的に割り当てる機能を持つサーバー。

DMZ(DeMilitarized Zone)機能
一般的には、内部ネットワーク（LANにて接続されたコン
ピューターで構成されるローカルネットワーク）と外部
ネットワーク（インターネットなど）との間にサブネッ
トを設け、外部ネットワークから内部ネットワークへの
侵入を阻止する機能。サブネット内のコンピュータは外
部ネットワークからのあらゆるアクセスに対応できるが、
クラッカーからの攻撃など悪意あるアクセスに対しては
無防備になる。

本機は専用のポートを装備してはいないが、通常のLAN側
ポートに接続したコンピュータのうちIPアドレスで指定
した１台をDMZホストとして運用できる。

DNS(Domain Name System)
ホームページの閲覧時に使用する“ www.allied-
telesis.co.jp”のようなドメイン名を、実際の通信に使
用するIPアドレスに置き替えてくれる仕組みのこと。
この置き替えを行うコンピューターのことをDNSサーバー
と呼び、各プロバイダーが設置している。

DNSサーバー
TCP/IPホスト名からIPアドレスを、またはIPアドレスか
らTCP/IPホスト名を検索するのに用いられるサーバー。

HUB
UTPケーブルを使って、パソコンなどのネットワーク機器
を相互に接続するための機器。
接続する機器とHUB はすべてケーブルで接続されている
ため、集線装置とも呼ばれている。

LAN(Local Area Network)
会社、組織、学校、工場、ビル、フロア等のある限定さ
れた範囲に敷設されたコンピューター通信のためのネッ
トワーク。
距離、伝送路、トポロジー、手順の明確な定義はないが、
一般的には伝送距離が数m～数十km、伝送速度は1M～数G
ビット/秒程度である。
ケーブルや無線等の伝送媒体を複数のコンピューターで
共用し、互いに独立した通信を実行できる。
一般的にEthernetと呼ばれる規格に準拠した仕組みが使
われている。

LANカード
パソコン等に装着してネットワーク(LAN)に接続するため
の機器。

LED(Light Emitting Diode)
発光ダイオードで、電流を流すと発光する。
点灯／消灯を小電力で簡単にコントロールできることか
ら、電気機器の状態を表わすのに多用されている。

NAT/ENAT
本機は、RFC1631で規定するアドレス変換の方式であるNAT
とその拡張であるENATを搭載しています。
ルーターにNATを搭載することで、プライベートIPアドレ
スとグローバルIPアドレスを変換する。
本機ではさらにポート番号を変換するENAT機能を持つた
め、プロバイダーのIP接続サービスで割り当てられた1個
のIPアドレスを、LAN上にある複数台のパソコンで共有で
きるようになる。
その際、ルーター内にはIPアドレスとポート番号を基に
した変換テーブルが作成されるが、これをNATテーブルと
呼ぶ。
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PPPoE(PPP over Ethernet)
Ethernetなどのネットワーク上でダイヤルアップ接続と
同様のユーザー名、パスワードによる認証を行うための
仕組み。
主にADSL回線で使用されている。

PPP(Point to Point Protocol)
電話線等を使用して遠隔地の機器同士が通信を行うため
の規格。

SOHO(Small Office／Home Office)
小人数のオフィスや、家庭で仕事をする個人事業者を指
す言葉。

WAN(Wide Area Network)
建物や敷地を越える遠隔地の間を接続するためのネット
ワーク。
広域網とも呼ばれ、LANの対比語として用いられることが
多い。

Webブラウザー(Web Browser)
Webサーバーから送られてくる情報(HTML等)をパソコンで
表示するためのソフトウェア。

アドレス自動割り当て機能
→DHCP

インターネットサービスプロバイダー(Internet Service Provider)
インターネットへの接続サービスを提供する企業。
ユーザーに対するドメイン名やネットワークアドレスの
割り当て、インターネット接続のための伝送路の提供、
電子メールサーバー、Webサーバーなどの提供を行ってい
る。

グローバルIPアドレス(global IP address)
グローバルアドレスとも呼ばれる。
NIC(Network Information Center)などの公的機関が割り
当てる、インターネット接続時に必ず必要となるIPアド
レスの別名である。
閉じたネットワーク内部に限り自由に利用できるプライ
ベートIPアドレスが登場したため、反意語としてグロー
バルアドレスと呼ばれるようになった。

ゲートウェイアドレス(gateway address)
パソコンが通信を行う際に、同一LAN上に存在しない宛先
や、(物理的、論理的を問わず)別のネットワークにデー
タ通信を行う場合、ゲートウェイと呼ばれる機器(通常は
ルーター)へデータが転送される。その際パソコンがゲー
トウェイを認識するために使われる宛先をゲートウェイ
アドレスという。

ケーブルテレビ
→CATV

ケーブルモデム(cable modem)
CATVインターネットサービスにおいてパソコンやLANをCATV
回線に接続するために使用する機器。
パソコンとはUTPケーブルで接続するのが一般的。ケーブ
ルモデムに本機を接続することで複数のパソコンをケー
ブルモデムに接続して同時にインターネットを利用する
ことができる。

経路情報
ルーティングを行うためにルーターが蓄積している経路
情報。
あるネットワークに到達するには、隣接したどのルーター
にパケットを送出するべきかが記載されている。

サブネットマスク(subnet mask)
IPアドレスからサブネットのネットワークアドレスを求
める場合に使用するマスク値のこと。

パケットフィルタリング(packet filtering)
IPアドレスやポート番号をもとに通信を制限する機能。

ファームウェア(firmware)
工場出荷時にROMなどにより機器に搭載されているソフト
ウェアで、本機ではフラッシュメモリに搭載されており、
バージョンアップ時などにはユーザ側で書き替えること
ができる。

プライベートアドレス(private address)
RFC1597で規定されており、プライベートIPアドレスとも
呼ばれる。
組織内部だけのクローズな環境ではその組織だけで通用
するIPアドレスを利用して、インターネットにアクセス
する場合だけ本来のユニークなアドレス(グローバルアド
レス)を割り当てる方法が一般化している。
プライベートIPアドレス空間からグローバルアドレス空
間(Internet)をアクセスできるようにする仕組みとして
は、ProxyやNAT(Network Address Translator)が利用さ
れている。

インターネット上へプライベートIPアドレスを持ったパ
ケットを送出することは禁止されている。
“10.0.0.0”～“10.255.255.255”、“172.16.0.0”～
“172.31.255.255”、“192.168.0.0”～“192.168.255.255”
がプライベートIPアドレスとして規定されている。

プロバイダー(Provider)
→インターネットサービスプロバイダー

ブロードバンドルーター
CATV回線やADSL回線のような数百Kbps～数十Mbpsの通信
速度を持つブロードバンド回線で使用することを前提と
したルーター。
ブロードバンドルーターはブロードバンド回線の接続口
であるEthernet規格のポートと接続する。
プロバイダーとの接続に必要となるDHCPクライアント機
能やPPPoE機能などを搭載している。

ブロードバンド回線
CATV回線やADSL回線のような数百Kbps～数十Mbpsの通信
速度を持つインターネット接続用の回線をブロードバン
ド(広帯域)回線と呼ぶ。
従来インターネット接続に使用されていた電話回線やISDN
回線は数kbps～128kbps程度の通信速度である。

リースタイム
DHCPサーバーはDHCP機能によりIPアドレスをパソコンに
割り当てるが、その際にIPアドレスとパソコンの対応表
を作成し、パソコンからIPアドレスを再度要求された場
合には同じIPアドレスを割り当てる。
この対応表が削除されるまでの時間をリースタイムと呼
び、パソコンが起動していれば自動的にリースタイムの
延長処理が行われる。

リンクアップ
リンクとは機器間をつなぐ線の部分のことであり、電話
網やLANの配線がこれに相当する。
機器のポート間がリンクによって接続され、通電等によ
り電気的に通信可能な状態になることをリンクアップと
いう。

ルーター(router)
IPアドレスにより通信先までの最適な伝送路を探し出し
て、データの再生中継を行う機器。
LANを流れるデータのうち、インターネットへ中継すべき
データを判断して転送する。またインターネットから来
たデータの送出先を判断して各パソコンへ転送する。
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ご注意

・本マニュアルは、アライドテレシス株式会社が作成したもので、

全ての権利をアライドテレシス株式会社が保有しています。本書

の全部または一部を弊社の同意なしにコピーまたは転載すること

を固くお断りいたします。

・アライドテレシス株式会社は、予告なく本マニュアルの一部また

は全体を修正、変更することがありますのでご了承ください。

・アライドテレシス株式会社は、改良のため予告なく製品の仕様を

変更することがありますのでご了承ください。

・本マニュアルについて、万一記載漏れ、誤りやご不審な点等ござ

いましたらご連絡ください。

・本製品を運用して発生した結果については、上記の項にかかわら

ず、責任を負いかねますのでご了承ください。

© 2001 アライドテレシス株式会社

商標について

CentreCOM は、アライドテレシス株式会社の登録商標です。

Apple 、Macintosh は、米国その他の国で登録された米国アップル

コンピュータ社の商標です。

Windows、Windows NT は、米国 MicrosoftCorporation の米国および

その他の国における登録商標です。

その他、この文書に掲載しているソフトウエアおよび周辺機器の名

称は各メーカーの商標または登録商標です。

CentreCOM は、アライドテレシス株式会社の登録商標です。

®マークおよび™表記については本文中に明記しません。

マニュアルバージョン

2001 年 04 月08 日Rev.A 初版（Firmware Ver.1.0.0）
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